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ここのの研研究究はは・・・・・・  
算数科の少人数指導にカウンセリング手法を取り入れ、自己表現力、

児童と教師・児童同士のコミュニケーション能力、授業中における自
己存在感・成就感の向上を目指した実践的研究です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆傾聴、承認、シェアリングの円環的サイクルの確立 
 



 

成成就就感感・・自自己己存存在在感感をを高高めめるる授授業業ののイイメメーージジ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  実践では 
 

Ⅰ 子どもの能力や実態に合った授業の工夫 

○ レディネスを把握しながら、課題解決学習を実施することで、 
児童に「分かった」という気持ちがうまれました。 

  Ⅱ 自己表現能力やコミュニケーション能力の向上 

○ 自分の考えが素直にもてるよう、「自分らしい表現のしかた」で表現しました。 
表現できたことを承認しながら進めたことで、児童に自信がうまれました。 

  Ⅲ 担任との連携 

○ 担任との日常の会話や手紙を通して、情報の共有化を図り、多く 
        の視点で、児童をみていきました。 
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